
数字にみるわがまち（平成27年10月31日現在）

（　）は、前年同月比数

（人口）合計････････4,233人	（－133）
　　　　	男	･････････1,906人	 （－71）
　　　　	女	･････････2,327人	 （－62）
年少［15歳未満］	････　203人	 （－3）	 4.80％
老年［65歳以上］	････2,346人	 （－42）	55.42％
世帯数････････････2,425世帯	 （－38）

大豊町

広報ゆとりすと
平
成
27
年12

11月6日　保育所・小学校交流会

黄組さんと小学１・２年生が

お芋掘りをしました
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〈次号は、平成６年以降のできごとを掲載の予定です。〉

大
豊
町
合
併

　　  

周
年

60

　
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）

３
月
31
日
に
誕
生
し
た
大
豊
村
。

　
そ
の
後
、
昭
和
47
年
４
月
１

日
に
町
制
施
行
し
「
大
豊
町
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

　
先
月
号
ま
で
は
、
昭
和
の
で

き
ご
と
を
振
り
返
り
ま
し
た

が
、
今
月
号
か
ら
は
平
成
元
年

（
１
９
８
９
年
）
以
降
の
で
き

ご
と
を
振
り
返
り
ま
す
。

～
想
い
出
を

　
　
　
た
ず
ね
て
～

第
７
回

平成３年９月27日
高知県連合婦人会第６回スポーツ大会

綱引きの部で町婦人会、連覇！

龍王の滝が日本の滝百選に選ばれる

平成元年
高知自動車道延伸中（川口大橋付近）

平成２年
大豊町合併35周年記念式典（４月2日）

平成５年８月
大豊中学校ソフトボール部
全国大会出場！第３位！

平成４年1月30日
高知自動車道　大豊～川之江間開通
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こ
の
連
載
は
今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
連

載
は
、災
害
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
災
害
か
ら
身
を
守
る
方
法

と
い
っ
た
具
体
的
な
災
害
対
応
を
中
心
と
し
て
い
ま
し
た
。今

回
は
、自
助・共
助・公
助
と
い
う
言
葉
か
ら
、今
、求
め
ら
れ
て

い
る
防
災
活
動
の
理
念
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

「
自
助
」「
共
助
」の
時
代

　

阪
神・淡
路
大
震
災
で
は
、地
震
発
生
時
、建
物
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
多
く
の
人
が
、自
力
で
、ま
た
は
、家
族
、友
人
、知
人
に

よ
っ
て
救
出
さ
れ
、行
政
に
救
出
さ
れ
た
人
は
ご
く
僅
か
だ
っ

た
こ
と
は
以
前
の
連
載
で
も
述
べ
ま
し
た
。ま
た
発
生
後
に
は
、

瓦
礫
の
撤
去
や
清
掃
、避
難
所
生
活
の
支
援
な
ど
で
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
、１
９
９
５
年
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元

年
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。阪
神・淡
路
大
震
災
以
降
、災
害

に
よ
る
被
害
を
最
小
化
す
る
に
は
行
政
の
力
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、そ
し
て
個
人
の
力
が
不
可

欠
な
こ
と
が
明
確
と
な
り
、「
自
助・共
助・公
助
」と
い
う
考
え

方
や
言
葉
が
広
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、東
日
本
大
震
災
な
ど
近
年
の
大
規
模
災
害
で
は
、堤

防
の
よ
う
な
構
造
物
で
人
や
地
域
を
災
害
か
ら
守
り
き
る
こ

と
は
不
可
能
な
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、堤
防
の
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
な

く
、住
ん
で
い
る
地
域
の
リ
ス
ク
を
予
め
知
ら
せ
る
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
や
、災
害
の
発
生
を
観
測
し
正
確
に
伝
達
す
る
仕
組
み
、

避
難
を
支
援
す
る
体
制・計
画
づ
く
り
、教
育
や
訓
練
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
対
策
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
鍵
と
な
る
の
は
、や
は
り
個
人
の
意
識
や
知
識
の

向
上
、地
域
防
災
力
の
向
上
で
あ
り
、国
な
ど
も
そ
れ
を
支
援

す
る
法
律
や
制
度（
例
え
ば
、「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域

防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
」や「
地
区
防
災
計
画
制

度
」な
ど
）の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
豊
町
も
含
め
、日
本
で
は
今
後
も
更
な
る
大
規
模
災

害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。大
規
模
災
害
か
ら
地
域

を
守
る
た
め
に
も
、個
人
や
地
域
の
防
災
力
、つ
ま
り「
自
助
」

「
共
助
」へ
の
期
待
は
更
に
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
助・共
助・公
助
の
役
割

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、自
助・共
助・

公
助
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。改
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
自
助
の
役
割

　

個
人
や
そ
の
家
族
が
主
体
と
な
り
、災
害
時
に
自
分
や
家

族
の
安
全
を
守
る
た
め
、平
時
に
は
、い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

災
害
や
避
難
に
つ
い
て
考
え
、家
族
間
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ

と
。災
害
時
に
は
、情
報
を
収
集
し
、避
難
準
備
を
行
い
、安
全

を
守
る
行
動
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

②
共
助
の
役
割

　

自
主
防
災
組
織
や
消
防
団・民
生
委
員
等
が
主
体
と
な
り
、

災
害
に
関
し
て
地
域
で
助
け
合
い
、協
力
す
る
体
制
を
構
築

す
る
た
め
、平
時
に
は
、地
域
の
災
害
や
避
難
に
関
す
る
話
し

合
い
や
教
育・訓
練
の
場
を
設
け
る
こ
と
。災
害
時
は
、情
報
の

伝
達
、避
難
の
誘
導
や
支
援
、避
難
所
を
運
営
す
る
こ
と
。

③
公
助
の
役
割

　

国
、県
、町
な
ど
行
政
が
主
体
と
な
り
、自
助・共
助
を
後
押

し
す
る
た
め
、平
時
に
は
自
助・共
助
に
関
す
る
取
り
組
み
を

支
援
す
る
こ
と
。災
害
時
は
、災
害
の
発
生
を
予
見
し
避
難
に

関
す
る
情
報
伝
達
を
行
う
こ
と
、個
人・地
域
の
対
応
を
支
援

す
る
避
難
の
誘
導
や
支
援
、避
難
所
を
運
営
す
る
こ
と
。

自
助・共
助・公
助
の
失
敗

　

東
日
本
大
震
災
で
は
１
５
，８
９
３
人
の
方
が
亡
く
な
り
、２
，

５
６
７
人
の
方
が
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
、

殉
職
し
た
消
防
団
員
２
５
４
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
の
調
査
や
検
討
の
結
果
、彼
ら
が
犠
牲
と
な
っ
た
原

因
の
１
つ
と
し
て
、避
難
誘
導
や
水
門
の
閉
鎖
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
任
務
を
行
い
対
応
力
を
超
え
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

実
際
に
震
災
時
に
活
動
し
て
い
た
消
防
団
員
に
話
を
伺
う

と
、「
避
難
す
る
よ
う
に
伝
え
て
も
逃
げ
な
い
住
民
が
い
て
、説

得
に
時
間
が
か
か
っ
た
」、「
水
門
を
閉
鎖
し
よ
う
と
し
た
が
、

海
を
見
に
来
る
人
が
い
て
、閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

海
を
見
に
行
っ
た
り
せ
ず
、消
防
団
員
の
呼
び
か
け

を
聞
き
、適
切
に
避
難
し
て
い
れ
ば
、自
分
の
命
は
も

ち
ろ
ん
、消
防
団
員
の
犠
牲
者
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

期
待
か
ら
責
任
へ

　

地
震・津
波
や
土
砂
災
害
と
い
っ
た
種
別
を
問
わ
ず
、

災
害
時
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
や
責
任
感
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
そ
の
活
動
は
、

時
に
危
険
を
伴
い
ま
す
。住
民
個
人
が
適
切
に
逃
げ
る

こ
と
で
、地
域
で
災
害
対
応
を
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
人
の

安
全
を
守
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

大
豊
町
で
は
、台
風
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
か
ら
町

を
守
る
た
め
、行
政
を
中
心
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応

が
必
要
か
定
め
た
、大
豊
町
事
前
防
災
行
動
計
画（
通

称
：
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、町
を
守
る
に
は
行
政
の
力
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、地
域
の
力
を
借
り
て
災
害
に
対
応
す
る
こ

と
も
必
要
で
す
。そ
の
た
め
、地
区
や
自
主
防
災
組
織
、

消
防
団
が
住
民
の
避
難
支
援
を
行
い
、ま
た
自
分
の
安

全
を
守
る
上
で
必
要
な
対
応
を
定
め
た
、地
区
事
前

防
災
行
動
計
画
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
も
、個
人
が
災
害
や
避
難
に
つ
い

て
考
え
、適
切
に
避
難
し
な
け
れ
ば
十
分
に
機
能
せ

ず
、意
味
の
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、個
人
が

避
難
す
る
た
め
に
は「
適
切
な
避
難
所
を
設
置
す
る
」、

「
避
難
支
援
を
行
う
体
制
を
構
築
す
る
」と
い
っ
た
行

政
の
支
援
も
不
可
欠
で
す
。

　

災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
に
は
、自
助・共
助・公

助
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
、期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、そ
の
全
て
が
不
可
欠
な

も
の
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
ら
れ
る
責
任
を
果
た
し
、

災
害
が
起
き
て
も
安
心
で
き
る
町
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

大
豊
町
民

塾

最
終
回　

～
自
助
・
共
助
・
公
助
～

防
災

「大豊町民防災塾」に関する問い合わせ先　　　　総務課庶務班　　☎ ⑨72－０４５０



4

お
お
と
よ
　
ゆ
と
り
す
と

「大豊町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。
　全国的な人口減少が加速化していく中、大豊町でも「少子・高齢化」が急激に進んでおり、対策をとらなければ
2060年には700人台まで減少するということが推計されています。
　こうした人口減少等の課題の克服に全力で挑戦するため、平成27年度～31年度までの5カ年間を計画期間とした
「大豊町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を平成27年10月27日付けで策定・公表しました。

■ おおとよ創生総合戦略推進会議について 　　　　　　　
　総合戦略の策定に当たっては、住民代表、学識経験者及び各種団体等
から組織する「おおとよ創生総合戦略推進会議」を立ち上げ、第１回会
議を平成27年8月12日に開催し、３回にわたり、総合戦略について議
論しました。
　また、町民の方々の意見を広く聞くため、総合戦略の素案の概要版を
配布するとともに、町ホームページに総合戦略の素案を掲載し意見を募
り、多くのご意見を頂きました。

■ 総合戦略の進捗管理 　  　　 　　　　　　　　　　　　
　総合戦略の進捗管理に当たっては、「おおとよ創生総合戦略推進会議」において個別施策の検証を行うととも
に、PDCAサイクルにより取り組みの点検、必要な施策の追加・見直しを行い、年度ごとに改訂を行います。
　なお、個別施策の検証において、高知県の「高知県まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「高知県産業振興
計画」等と関連するものについては、連携を図りながら進捗管理を行うこととしています。

■ 人口の将来展望！  　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①出生数を増やす（子育てがしやすい社会を目指す）
　②元気な高齢者を増やす（健康で長寿の社会を目指す）
　③転入を促進する（集落コミュニティーを軸としたＵＪＩターン増を目指す）
　④転出を抑制する（ＵＪＩターン者、若者が定住しやすい環境を目指す）
　　これらの取り組みを実践することで、人口減少率の鈍化を図り、
　　2040年→2,000人維持、2060年→1,500人維持を目標とします。

「総合戦略」は役場もしくは総合
ふれあいセンター、町ホームペー
ジでご覧いただけます。
担当：プロジェクト推進室　　
　　　おおとよ創生プロジェクト
　　　平石・森本

主役である住民と行政が力を合わせ、
環境世紀にふさわしい元気な
山村の実現に向けて

人口減少が更に続く中で、大豊に暮らす全ての人々が、
大豊町で生きる意欲を持つ積極的な人々が集う町
『積極人口100％・おおとよ』を目指す

基本目標１～４を達成するために「集中的に施策を投入」し、経済規模の拡大、社会減・自然減の抑制を図る。

環境、交流から山村再生 生活の安全、安心、快適 夢をはぐくむ子育て・教育環境 住民と協働する役場

大豊を活力ある地域にする（100年の森づくり、環境農業、企業誘致・支援 → 経済規模の拡大）

大豊に留まる、帰ってくる、入ってくる（元気集落、移住等の促進 → 社会減の抑制）

大豊で安心して産み・育てる（出生数の増加、子育て世帯の社会増 → 自然減の抑制）

基本目標１
地域資源を活用し安定した雇用を創出する

基本目標３
安心して子育てができる環境を充実する

基本目標４
いつまでも暮らせる元気な集落を再生し

地域の暮らしを守る

基本目標２
新しい人の流れをつくり定住につなげる
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 

役　
　
　
　

場 

☎ 

72

－

０
４
５
０

● 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

☎ 

73

－

０
８
１
１

● 

農
業
セ
ン
タ
ー 

☎ 

73

－

０
９
７
８

電　話

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

12
月
28
日（
月
）ま
で
！

　

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
受
け
付
け
は
12
月
28
日（
月
）

ま
で
で
す
。

　

受
付
期
間
終
了
後
は
、
原
則
と
し
て
申
請
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書
が
届
か

な
い
方
で
、
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
福
祉
班
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金

●
支
給
対
象
者

　

次
の
①
②
全
て
の
条
件
を
満
た
す
方

①
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
、
大
豊
町
に
住
民
登
録
が

あ
る
方

②
平
成
27
年
度
分
の
町
県
民
税
（
住
民
税
）
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
方

※
町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
（
控

除
対
象
配
偶
者
・
配
偶
者
特
別
控
除
に
お
け
る
配
偶

者
・
扶
養
親
族
・
事
業
専
従
者
）
と
な
っ
て
い
る
方
や
、

生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

●
支
給
額

　

１
人
に
つ
き　

６
千
円

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
福
祉
班

予
防
接
種
被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
大
豊
町
の
助
成
に
よ
り
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
し
た
方

の
う
ち
、
接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関

を
受
診
し
た
方
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ
る
と
、

医
療
費
・
医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
具
体
的
な
請
求
方
法
等

に
つ
い
て
、
左
記
窓
口
に
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の

救
済
制
度
相
談
窓
口

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

☎ 

０
１
２
０-

１
４
９-

９
３
１
）

ご
利
用
に
な
れ
な
い
場
合
は

　

☎ 

０
３-

３
５
０
６-

９
４
１
１
（
有
料
）

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
に

　

四
国
財
務
局
に
は
、
借
金
を
抱
え
悩
ん
で
お
ら
れ
る

方
々
の
た
め
の
「
相
談
窓
口
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
必
要
に

応
じ
て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家
へ
の

引
き
継
ぎ
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
相
談
方
法
】

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

四
国
財
務
局
か
ら
電
話
を
か
け
直
し
い
た
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】
四
国
財
務
局　

多
重
債
務
者
相
談
窓
口

　

☎ 

０
８
７-

８
３
１-

２
１
５
５
（
直
通
）

　

FAX 

０
８
７-

８
６
２-

８
７
９
８

【
受
付
時
間
】
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
及
び
12
月
29
日
～

１
月
３
日
を
除
く
）９
時
～
12
時　

13
時
～
17
時

平成28年 大豊町成人式

写真は平成27年の成人式の様子

《受付》午前10時～　　《式典》午前10時30分～

会　場：大豊町総合ふれあいセンター（黒石345-7）
対象者：平成７年４月２日から平成８年４月１日生まれで、
　　　　町内に住所を有する者および町内の中学校の卒業生

※対象者のうち、町内に住所を有する方には、11月中旬に
　ご案内いたしております。住所が町内にない方で、参加を
　希望される方は、大豊町教育委員会へご連絡ください。

日時：平成28年1月10日（日）

… 大豊町教育委員会問い合わせ先

お忘れなく!!
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　10月31日（土）、旧西峰小学校体育館で、第２回西峯音楽キャ
ンプが開催されました。
　このイベントは大豊町でも高齢化率が高い西峰地区において、
地域、年齢を問わずに交流を深め楽しんでいただこうと、西峰
地区担当の地域おこし協力隊と集落支援員『大豊町ふるさと応援
隊』が主催し、プロジェクト推進室、役場の西峰地区担当者、教
育委員会、高知県地域支援企画員の方達にスタッフとしてお手伝い
いただき、無事開催が実現しました。

　当日は西峰地区の住民の方をはじめ、高知大学の留学生や四国
内外のアーティスト、飲食の出店者さんなど100人以上の方達
が来られ、いつもは静かな西峰地区に笑い声が響き、大いに賑わ
いました。
　今年は音楽だけではなく、バナナの叩き売り、大道芸、落語、

留学生による海外の踊りの他、高知大生による絵本の読み聞かせなど子どもからお年寄りまで楽しんで
いただける充実した内容で、老若男女を問わず、参加された皆様一緒に笑って交流を深められておりま
した。
　また、西峰で採れたもち米を使った餅つきや、恒例の「お
富さん」で会場のみなさんと盆踊りを踊ったりと昔ながらの
催しも行われたり、西峰産の新米と野菜を使った食事やキャ
ンプファイヤーなど地区外から来られた方にも西峰地区の良
さを感じていただくことができました。
　去年、今年と参加していただいた方からは「去年の音楽
キャンプで知り合った方と今でも交流を深めている」といっ
たお言葉をいただいたり、西峰地区の方からは「来年も楽しみにしとるよ、お疲れ様」というお言葉も
いただきました。
　また、出演者の方へのお礼は、当日設置していた募金箱（ハートマネー）から少ないながらもお渡
しでき、出演者の方からも「とても良い時間を過ごさせていただきました。また来年も呼んでくださ
い！」というお言葉もいただくことができました。
　音楽キャンプ終了後にスタッフと反省会を行い、今回の反省点を踏まえての次回の課題等も話し合う
ことができ、良い形で次回のイベントへ繋いでいこうと思います。
　当日は西峰まで来ていただき、盛り上げて頂きまして本当にありがとうございました！
　これからも楽しく交流できる場を創っていこうと思いますのでよろしくお願いいたします。（山岸）

集落支援員がゆく！ ～西峯音楽キャンプ～
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まちのできごと

大砂子公民館秋祭り

　10月18日（日）、東部グラウンドで大砂子公
民館秋祭りが開催されました。
　午前中は町社会福祉協議会の健康体操や花取
り（お富さん）などが、午後からは懇親会、盆
踊り（炭坑節やお富さん）などが行われ、参加
者の皆さんは楽しい1日を過ごしていました。

協働の森づくり事業

　10月31日（土）、
ゆとりすとパークお
おとよで、NEXCO
西日本グループと高
知県、町で締結した
パートナーズ協定の
一環として、森林保
全活動「つなぎの森　四国　大豊町」が開催さ
れました。
　今年は約120人が参加し、植樹活動や、環
境学習、間伐材を活用したマイ箸、マイスプー

ンづくりなどが
行われ、また、
昼食にはバーベ
キューや立川そ
ばなどに舌鼓を
打っていました。
　参加者の皆さ
んは環境意識を
高める有意義な
1日を過ごして
いました。

四国ジビエグルメ＆スイスフェア

　11月1日（日）、ゆとりすとパークおおとよで「第
４回四国ジビエグルメ＆スイスフェア2015」が開催
され、たくさんの来場者で賑わいました。
　四国のジビエ料理人気店が集まり、鹿バーガー、鹿
肉竜田揚げ、シシ肉うどん、いのししの丸焼きなど多
彩なメニューが並びました。
　また、利き肉コンテストやもち投げ、ジビエに関す
る勉強会の他、今回初めてスイスフェアとして、スイ
スのビールやワイン、チーズの試食や、アルトホルン
の演奏会なども開催され、盛りだくさんの楽しい内容
で、大盛況の1日となりました。
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育委員会だより教小学生
 自分の記録に挑戦!!

　嶺北小体連陸上記録会が、10月16日（金）に土佐町小中学校グラウンドを会場に行われました。すばらしい青
空の下、おおとよ小学校の５・６年生全員が参加しました。
　今年度からは、全員が選手として参加できる大会となり、オープン種目として50ｍ走が新たに設けられました。
選手みんなが、自己記録の更新を目標にこの記録会に臨みました。
　おおとよ小学校のなかまや保護者の皆さんからの熱い応援が、出場選手の力になったように感じた大会でした。

入賞おめでとうございます

種　　目　　名 順　位 選　手　名 記　　録
1000ｍ走女子 ３位 吉　川　日奈子 ３分52秒
2000ｍ走男子 １位 太　田　正　吾 ７分54秒
60ｍハードル走 ２位 吉　川　日奈子 11秒４
60ｍハードル走 ２位 大　石　真　也 10秒８
走り高跳び女子 ３位 久　保　彩　音 １m５cm

５位 吉　川　日奈子 １m５cm
※順位の違いは、何回目で成功したかによる。

走り高跳び男子 １位 大　石　真　也 １m20cm
２位 西　山　和　吉 １m10cm
５位 太　田　正　吾 １m10cm

100ｍ走男子 ４位 都　築　利　弥 15秒６
ボール投げ女子 ４位 久　保　彩　音 28m60cm

５位 上　池　悠　莉 28m40cm
ボール投げ男子 １位 都　築　利　弥 51m10cm
走り幅跳び女子 ２位 久　保　彩　音 ３m41cm

５位 吉　川　日奈子 ３m25cm
走り幅跳び男子 ３位 大　石　真　也 ３m55cm
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高知東警察署本山警察庁舎
高齢者交通安全アドバイザー　上池　

☎	０８８７－７６ー０１１０交通安全ニュース

　11月3日の文化祭ではヘルスメイトが塩分濃度別の
みそ汁試飲調査を行いました。試飲の後は野菜釣りゲー
ムに挑戦していただき、釣れた野菜はプレゼントしまし
た。

　みそ汁の試飲調査では、塩分濃度が「薄い0.5％」
「普通0.8％」「濃い1.1％」の3種類を準備し、自
宅で飲んでいる味噌汁と同じだと思う濃度を聞き取り
しました。70人に試飲していただいた結果、４人の
方が「濃い」を選びました。その方たちには、だし汁
を濃くとって、みその量を減らすなど減塩の工夫を紹
介し高血圧予防のために薄味を心がけるように勧めま
した。

… 大豊町食生活改善推進協議会（住民課健康づくり班内）問い合わせ先

へ ル

しお コ

ト

ゃ

ス

ー

の

べ

メ

ナり

イ

ー

皆様のご協力により、
充実した交通安全活動を実施　　　　　
することができたことに感謝申し上げます。

年末年始の交通安全運動
12/10(木）～1/9（土） ①子どもと高齢者の交通事故防止

②飲酒・暴走運転の根絶
③自転車の安全利用の促進

重 項点 目

今年もありがとうございました 来る年も
無事故で
みんな安全！

『酔い』の怖さ・・・
時節柄飲酒の機会が多いことと思います。
帰りの心配をせず、楽しく飲んで一年の締めくくりを。

　飲酒運転による事故のほとんどは、「酒気帯び」や「基
準値未満」の、いわば『軽度の飲酒』によるものです。

たった１杯でも
　１缶でも・・・

運転に必要な
心身機能は低下する

飲酒運転事故損害賠償の判決例

酒気帯びで対向車線にはみだし、
30代男性がはねられて植物状態に

損害賠償　約３億円
　前方注視を怠り、ノーブレーキで衝突したドラ
イバーに著しい過失があったとして、将来の介護
料など約３億円の賠償を命じる判決が下された。
＊関東　平成18年９月判決
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高知県公立学校臨時教員募集のお知らせ

放送大学　4月入学生募集のお知らせ

　放送大学では、平成28年度第1学期(4月入学)の学
生を募集しています。
　放送大学はテレビ等の放送や、インターネットを利
用して授業を行う通信制の大学です。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみ
たいなど、さまざまな目的で幅広い世代、職業の方が
学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、
幅広い分野を学べます。

○15歳以上の方なら、1科目から学習する選科履修
生・科目履修生として入学できます。

○18歳以上の大学入学資格をお持ちの方なら、学力
試験はなく、全科履修生として入学でき、4年以上
在学して124単位以上を修得し、卒業すると、学
士（教養）の学位を取得できます。

○ひとつの分野を体系的に学びたい方には、「放送大
学エキスパート」を実施しています。

　資料を無料で差し上げています。

　お気軽に放送大学高知学習センターまでご請求くだ
さい。放送大学ホームページでも受け付けております。

出願期間  第１回は２月29日まで、
 第２回は３月20日まで。

問い合わせ先
　放送大学高知学習センター　☎088-843-4864

職務内容 　
○常勤講師：公立小・中学校、県立学校の欠員・産休・

育休・病休等の補充教員として勤務します。
○非常勤講師：小・中学校の教科、高等学校の教科・

科目の授業時間だけ勤務します。
雇用期間

○常勤講師：欠員・産休・育休・病休等の補充の期間
（最長約１年間）

○非常勤講師：最長約１年間、週当たり数時間から十
数時間まで

資 　 格
　採用時において有効な教員免許状（臨時免許状を含
む）を有する人
応募方法

　募集要項の「応募の手続」に従って、志願書、申告
書等を提出してください。
願書・募集要項の配布場所

　県教育委員会事務局教職員・福利課、県教育セン
ター本館、各教育事務所、市町村（学校組合）教育委
員会事務局など
　なお、県教育委員会事務局教職員・福利課のホーム
ページからも様式をダウンロードすることもできます。
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310601/
出願期間

　平成28年４月当初採用希望者：平成28年2月19日
（金）まで
　年度途中採用希望者：平成28年2月19日以降も応
募を受け付けます。
申し込み・問い合わせ先

〒780-0850高知市丸ノ内1-7-52
高知県教育委員会事務局教職員・福利課

人事企画担当　☎ 088-821-4903

募
集 イベント情報

安
ら
か
に
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氏
　
名

死
亡
日

性
享
年（
満
年
齢
）

住
　
所

小
笠
原
　
ツ
ル
子

10
月
10
日

女

92
歳

柚
　
木

髙
　
橋
　
正
　
盛

10
月
14
日

男

93
歳

葛
　
原

大
　
利
　
俊
　
文

10
月
16
日

男

84
歳

中
　
屋

宮
　
𦚰
　
梅
　
子

10
月
23
日

女

87
歳

葛
　
原

桒
　
名
　
文
　
隆

10
月
25
日

男

57
歳
西
梶
ヶ
内

小
　
松
　
一
　
子

10
月
29
日

女

92
歳

津
　
家

下
　
村
　
政
　
子

10
月
30
日

女

92
歳

岩
　
原

健
や
か
に
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敬
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氏
　
名

誕
生
日

性

保
護
者

住
　
所

渡
　
辺
　
活か

つ

　
也や

9
月
24
日
男

渡
辺
哲
也

八
　
畝

大
　
石
　
暁あ

き

　
翔と

9
月
25
日
男

大
石
道
明

小
　
川

筒
　
井
　
希り

　
碧く

10
月
8
日
男
筒
井
大
一
朗

川
口
南

曽
我
部
　
晃こ

う

　
多た

10
月
14
日
男
曽
我
部
真
行

葛
　
原

氏
　
名

死
亡
日

性

年
齢

住
　
所

　
※
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
割
愛
い
た
し
ま
す
。

氏
　
名
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日

性

保
護
者

住
　
所

　
※
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
割
愛
い
た
し
ま
す
。

よちよち・クリスマス会のご案内
　大豊町では、月1回子育て支援サークル
よちよちを開催しています。
　12月はクリスマス会です。今年は、親
子3Ｂ体操も行いますので、みなさんぜひ
お越しください。

開 催 日   １２月１８日（金）
場　　所   大豊町総合ふれあいセンター

　　　　　 １階　検査室
時　　間   10時～13時まで
対　　象   未就園児とその保護者および

　　　　　 子育てに興味のある方
申込締切   １２月１０日（木）まで

※今回は軽食つきですので、アレルギーなどの
　心配がある方は事前にご連絡ください。

問い合わせ先   住民課健康づくり班まで
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ゆとりすと カレンダー 12月・１月
12 月　師走　December

1 火
2 水 人権相談（農工センター）10:00～15:00

3 木 小中合同マラソン大会（大杉農村広場）
ふれあいデイ（あったかハートふれあい大会in大川）

4 金
5 土
6 日 おおとよ家（作って売って）（おおとよ小学校によるひろめ市場での販売学習）10:00～
7 月  大雪
8 火 犬猫の相談日
9 水 立川無医地区診療

10 木
11 金
12 土
13 日
14 月
15 火 久寿軒無医地区診療

16 水 無料法律相談・行政相談（ふれあいセンター）10:00～12:00
ふれあいデイ（ふれあいセンター）10:30～14:30

17 木 いくちゃんのはつらつ健康運動教室（農工センター）18:30～20:00
18 金 よちよち・クリスマス会（ふれあいセンター）10:00～13:00
19 土
20 日
21 月
22 火 西峰無医地区診療 冬至
23 水  天皇誕生日
24 木  クリスマスイブ
25 金 町内小中学校2学期終業式 クリスマス 
26 土
27 日
28 月 国民健康保険税（6期）納付期限 官庁仕事納め
29 火
30 水
31 木  大晦日

平成28年　2016年
1 月　睦月　January

1 金  元日
2 土
3 日
4 月  官庁仕事始め
5 火
6 水  小寒
7 木

ゴミ収集
12月30日（水）から
　1月   3日（日）まで

休みます

年末年始の
お知らせ

役場業務
12月29日（火）から
　1月   3日（日）まで

休みます
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